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iPad が大人気だが・・・ 
 

酒井 寿紀（Sakai Toshinori） 酒井 IT ビジネス研究所 

 

iPad が 300 万台を突破！ 

今年4月3日に、アップルが米国で iPad
を発売し、発売後 80 日間で 300 万台売れ

たという。iPad は日本でも 5 月 28 日に

発売され、当日は開店前の銀座のアップ

ルの店の前に 1,200 人の行列ができたそ

うだ。 
iPad は iPhone と同じ OS を使った多

機能端末で、ウェブの閲覧、メールの送

受信などができる。画面サイズは 9.7 イ

ンチ（25cm）、重さは約 700g で、スマー

トフォンと小型ノート PC の中間の位置

付けだ。iPhone 同様ハードウェアのキー

ボードはなく、マルチタッチのタッチパ

ネルで操作する。 
iPad はこのように汎用のポータブル端

末だが、従来の電子書籍用端末に比べて

画面が大きいので、特に電子書籍用とし

て注目を集めている。アップルも

iBookstore という電子書籍の販売サイト

を開設し、iPad には iBooks という、電

子書籍を購入・表示するソフトを用意し

た。米国での発売時に、ペンギン・ブッ

クスなど大手出版社5社が参入を発表し、

また日本でも講談社が参入を表明した。 
米国では、2007 年 11 月のアマゾンの

Kindle の発表以来、電子書籍の市場が急

速に活性化した。同社は台数を公表して

いないが、Kindle の販売台数は累計 200
～300 万台と言われる。これに比べて、

iPad の 3 か月弱で 300 万台というのは驚

異的な数字だ。 
では、iPad は電子書籍の市場を征する

のだろうか？ 
 

電子書籍の鎖国状態は解消へ？ 

本誌 2009 年 3 月号の本コラム「「E ブ

ック」が離陸しないのはなぜか？」(1) に
記したように、従来電子書籍が普及しな

かった最大の原因は、その提供元ごとに

ファイル形式が違ったためだ。好きな音

楽を聴くためには、レコード会社の数だ

け CD プレーヤを揃えなければならない

ような状況だった。 
米国では、電子書籍の大手提供元に、

アマゾン、ソニー、バーンズ・アンド・

ノーブル(B&N)、アップルがあるが、す

べて異なる著作権管理方式を採用してい

るため、基本的には各社の端末で他社の

電子書籍は読めなかった。 
ところが、B&N が今年 3 月に iPad で

同社の電子書籍を読むソフトを発表し、

また同月、韓国のサムスンが B&N の電子

書籍を読める端末を発表した。そして、

B&N は今後 iPhone ほか、他社の端末で

も同社の電子書籍を読めるようにすると

表明した。 
また同月、アマゾンも iPad で同社の電

子書籍を読むソフトを発表した。従来か

らパソコンや iPhone でも読むことがで

きたが、新たに iPad でも読めるようにす

るという。また同社は Kindle で、第三者

によるアプリケーション・ソフトの開発

を可能にすると発表した。この機能によ

ってKindleでも他社の電子書籍が読める

ようになる可能性がある。 
そしてグーグルは、近々グーグル・エ

ディションという電子書籍の提供を始め

ると言われている。これは標準のブラウ

ザを使って読むので、一般のパソコン、
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スマートフォンのほか、Kindle や iPad
でも読めるという。 
このように、この 3 月以来、電子書籍

の企業間の壁は急速に崩れつつあり、従

来の鎖国状態は解消に向かっている。し

かし、アップルやソニーの電子書籍には

現在のところこういう動きはなく、流れ

に取り残される恐れもある。 
 

今後の問題は？ 

まず、規格が異なる電子書籍を読むた

めに、それぞれ専用のハードウェアが必

要かという問題がある。アマゾンや B&N
は、iPad 用のソフトで、両社の専用端末

で読むときと同等のことができると言っ

ている。これがユーザーに認められれば、

各社専用の端末の必要性は減る。 
次に、電子書籍のリーダは、グーグル

の試みのように、ブラウザだけで実現可

能かという問題がある。ソフトだけで実

現できるなら、ブラウザだけでも実現で

きる可能性が高い。もしそうなら、一般

のスマートフォンやタブレット PC でも

電子書籍が楽に読める。 
電子書籍用に要求される機能には、

Kindle で使われている E インクなど、明

るい屋外でも見やすい表示技術があるが、

このニーズは何も電子書籍に限らないの

で、一般のスマートフォンやタブレット

PC のメニューにも取り入れられるので

はなかろうか？ 

これらの問題がどうなるかにもよるが、

いずれにしても、今後、電子書籍用端末

と電子書籍はそれぞれ独立した市場を形

成するようになると思われる。CD プレー

ヤと CD が独立した市場を形成している

のと同じだ。現在、ヒューレット・パッ

カード、デル、東芝、シャープなどが電

子書籍用端末やタブレット PC に参入す

ると言われているが、これらの中には電

子書籍の販売には手を出さないところも

出るだろう。また、この市場には台湾メ

ーカーなどが多数参入してくるものと思

われる。端末の品揃えが増え、競争の激

化で価格が下がることは喜ばしいことだ。 
一方、アマゾンや B&N は、今後は電子

書籍自身の販売に注力するようになる可

能性がある。前記のようにすでにその兆

候が表れている。ただしその場合、電子

書籍は逆ザヤでも、端末で儲ければいい

という従来のアマゾンのビジネスモデル

は見直す必要がある。 
このように電子書籍の市場には未知の

領域が多く、各社はビジネスを模索して

いる状況なので、現在 iPad が脚光を浴び

ているといっても、電子書籍の市場が成

熟するにはまだまだ紆余曲折がありそう

だ。 
 

(1) http://www.toskyworld.com/archive/ 
2009/ar0903ohm.htm

 
 


